
 

▲
今
回
は
、三
条
別
院
の
お
あ
さ
じ
や
行
事
に
た
び
た
び
お
参
り
に
き

て
い
た
だ
い
て
い
る
坂
井
さ
ん
よ
り
執
筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

僕
が
初
め
て
三
条
別
院
に
行
っ
た
の
は
、
令
和
元
年
の

六
月
で
す
。
僕
は
、
趣
味
で
バ
ン
ド
活
動
や
詩
・
俳
句
を

書
い
て
い
ま
す
。
文
学
や
宗
教
に
興
味
が
あ
り
、
三
条
別

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
高
校
時
代
の
後
輩
が
、
職
員
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
た
事
が
、
行
き
始
め
た
き
っ
か
け
で
す
。

い
ざ
友
人
と
お
参
り
に
行
っ
て
み
る
と
、
少
し
前
に
そ
の

後
輩
は
退
職
し
て
お
り
、
会
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
際
、
僧
侶
の
方
が
、
親
切
に
お
寺
の
中
を
案

内
し
て
下
さ
り
、
事
務
所
で
勤
行
本
を
購
入
す
る
こ
と
が

出
来
て
嬉
し
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
時
々
、
晨
朝
や
定
例
法
話
・
声
明
教
室
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
や
母
・
バ
ン
ド
メ

ン
バ
ー
と
一
緒
に
法
話
に
参
加
し
た
り
、
僧
侶
の
方
や
ご

門
徒
さ
ん
と
も
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
と
法
話
の
内
容
を
共
有
し
た
り
、
わ
か
ら
な

い
事
を
自
分
な
り
に
調
べ
た
り
、
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
三
条
別
院
は
、
僧
侶
の
方
や
参
拝
者
の
方
と
一
緒

に
地
域
の
方
々
が
作
っ
た
お
料
理
を
食
べ
る
事
が
出
来

た
り
、
難
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
仏
教
を
気
が
る
に
質
問
で
き

て
、
居
心
地
が
よ
く
安
心
で
き
ま
す
。
緊
張
感
も
あ
り
、

僕
に
と
っ
て
大
切
な
場
所
で
す
。
だ
か
ら
ま
た
、
三
条
別

院
に
行
こ
う
と
思
う
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
三
条
別
院
に
行

く
と
、
僧
侶
の
方
の
言
葉
を
生
で
直
接
聞
く
こ
と
が
出
来

ま
す
。同
じ
言
葉
で
も
、本
や
動
画
で
聞
く
よ
り
、直
接
、

僧
侶
の
方
を
目
の
前
に
し
て
聞
く
と
で
は
、
言
葉
の
重
み

が
、
全
然
、、
違
い
ま
す
。
も
っ
と
聞
法
し
た
い
と
言
う

思
い
が
出
て
き
ま
す
。 

法
話
を
聞
く
中
で
、
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
仏

教
は
願
い
を
叶
え
た
り
、
死
ん
だ
ら
良
い
所
へ
行
く
も
の

で
は
な
い
、
そ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
う
自
分
の
姿
を

問
う
も
の
だ
」
と
言
う
言
葉
で
す
。
僕
は
い
つ
も
、
こ
う

で
な
い
と
い
け
な
い
と
、
色
々
な
事
を
決
め
つ
け
て
、
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
と
、
す
ぐ
、
淋
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
う
言
う
自
分
を
知
ら
さ
れ
て
い
く
と
、
思
い
通

り
に
な
る
事
だ
け
が
、
良
い
こ
と
な
の
か
、
本
当
に
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
と
、
い
け
な
い
の
か
、
正
し
さ
っ
て
な
ん
な

ん
だ
、
答
え
は
、
一
つ
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
、

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
僕
は
学
生
の
時
、
色
々
な

音
楽
に
出
会
っ
て
音
楽
の
形
は
一
つ
じ
ゃ
な
い
ん
だ
と
、

思
っ
た
こ
と
か
ら
バ
ン
ド
を
始
め
ま
し
た
。
色
ん
な
形
が

あ
る
、
真
実
は
一
つ
じ
ゃ
な
い
、
そ
う
言
う
所
で
、
仏
教

は
、
音
楽
と
凄
く
通
じ
る
も
の
が
、
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、三
条
別
院
で
、法
話
を
聞
い
た
り
、色
々

な
行
事
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
自
分
の

事
と
し
て
仏
教
を
聞
い
て
い
く
の
は
難
し
い
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
で
も
、
だ
か
ら
こ
そ
、
聞
法
を
続
け
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

僕
は
、
三
条
別
院
と
出
遇
え
て
本
当

に
良
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
井 

成 

氏 

 

新
潟
市
在
住
。
バ
ン
ドSuper Pork Frank

で
活
動
中
。
好
き
な
熟

語
は
「
絆
創
膏
・
仏
蘭
西
」。 

                     

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

松
本 

昭
則 

氏
（
佐
渡
組
本
龍
寺
） 

よ
り
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。 

三
条
別
院
に
想
う 

 

真
宗
大
谷
派
三
条
別
院 
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【バンド「Super Pork Frank」で演奏する坂井氏と詩集「週末の匂い」】 



  
毎
月
十
三
日
の
闡
如
上
人
の
ご
命
日
に
あ
わ
せ
て
定

例
法
話
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

◆
十
月
か
ら
十
二
月
の
講
師 

  
  

中
山 
善
雄 
氏 

（
第
十
四
組
寶
國
寺
、
元
教
学
研
究
所
研
究
員
） 

           

◆
日 

時 
 

十
月
十
三
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

十
一
月
十
三
日
（
月
） 

 
 
 
 
 

十
二
月
十
三
日
（
水
） 

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
二
時
三
十
分 

◆
会 

場 

三
条
別
院
旧
御
堂 

◆
講 

題 

「
女
人
成
仏
と
変
成
男
子
」 

▲「
た
と
い
我
、仏
を
得
ん
に
、十
方
無
量
不
可
思
議
の
諸
仏
世
界
に
、

そ
れ
女
人
あ
っ
て
、
我
が
名
字
を
聞
き
て
、
歓
喜
信
楽
し
、
菩
提
心
を

発
し
て
、
女
身
を
厭
悪
せ
ん
。
寿
終
わ
り
て
の
後
、
ま
た
女
像
と
な
ら

ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
」（『
仏
説
無
量
寿
経
』
巻
上
、『
真
宗
聖
典
』
二

一
頁
）。阿
弥
陀
如
来
は
仏
と
成
る
た
め
に
四
八
の
願
い
を
誓
わ
れ
た
。

こ
れ
を
本
願
と
呼
び
ま
す
。そ
の
う
ち
三
五
番
目
の
願
い
が
右
に
あ
る

文
章
で
す
。
こ
の
願
文
は
「
女
性
差
別
」
で
は
な
い
の
か
と
言
わ
れ
、

長
年
問
題
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。な
ぜ
三
五
願
が
誓
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
こ
こ
ろ
は
何
か
。
教
学
研
究
所
研
究
員
で
あ

っ
た
中
山
善
雄
氏
に
、
全
三
回
で
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 

昨
年
よ
り
三
条
市
と
協
力
し
て
お
取
り
越
し
報
恩
講

参
拝
を
中
心
と
し
た
市
内
観
光
ツ
ア
ー
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
参
詣
し
て
、
世
界
に
展
開

す
る
三
条
市
の
産
業
を
知
っ
て
頂
く
こ
と
を
目
的
と
し

た
ツ
ア
ー
で
、
二
日
目
は
三
条
市
の
学
芸
員
が
バ
ス
に
同

乗
し
て
い
た
だ
き
、
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◆
期 
 

間 

十
一
月
六
日
か
ら
七
日 

◆
参
加
定
員 

四
十
名
（
二
十
名
に
満
た
な
い
場
合
中
止
） 

◆
参
加
費 

三
万
三
千
円
（
一
泊
二
日
食
事
四
食
つ
き
） 

◆
締 

切 

十
月
二
十
日
（
金
） 

◆
高
田
別
院
か
ら
発
着
と
な
り
ま
す
が
、
三
条
別
院
集

合
・
解
散
も
可
能
で
す
。
参
加
費
は
同
額
と
な
り
ま
す
。 

◆
詳
し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

◆
主
な
日
程 

【
一
日
目
（
お
取
り
越
し
参
拝
）】 

高
田
別
院
発
（
九
時
半
） 

三
条
別
院
着
（
お
斎
・
御
取
越
御
膳
）（
十
一
時
半
） 

絵
解
き
法
話
・
井
野 

優
介 
氏
（
十
三
時
） 

中
逮
夜
法
要
参
拝
（
十
四
時
） 

御
伝
鈔
（
下
巻
）
参
拝
（
十
五
時
） 

夕
食 

松
木
屋
（
十
七
時
五
十
分
） 

シ
ア
タ
ー
サ
ン
ジ
ョ
ー
ゴ
ボ
ー
「
よ
だ
か
の
星
」
観
覧 

（
十
九
時
三
十
分
） 

希
望
者
は
銭
湯
へ
（
二
十
時
三
十
分
） 

越
前
屋
ホ
テ
ル
に
宿
泊 

【
二
日
目
（
市
内
産
業
観
光
）】 

越
前
屋
ホ
テ
ル
で
朝
食 

希
望
者
は
晨
朝
参
拝 

法
話
・
朝
倉
安
都
子
氏
（
七
時
） 

三
条
市
内
の
産
業
観
光
を
「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」
燕
三
条
編
に

出
演
し
た
学
芸
員
が
案
内 

三
条
市
立
図
書
館
ま
ち
や
ま
（
隈
研
吾
設
計
）
等
（
九
時
） 

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ス
イ
ー
ト
・
ス
パ 

（
入
浴
・
昼
食
）（
十
一
時
十
分
） 

マ
ル
ナ
オ
・
諏
訪
田
製
作
所
（
十
三
時
二
十
五
分
） 

三
条
別
院
着
（
十
五
時
） 

高
田
別
院
着
（
十
七
時
） 

 

              

     

定

例

法

話

会

の

ご

案

内 

お
取
り
越
し
参
拝×

市
内
産
業
観
光
ツ
ア
ー 

ＳＵＷＡＤＡ 

まちやま 

松木屋 

シアター 

お取り越し 

露店 

Ｓｎｏｗ Ｐｅａｋ 

マルナオ 



  
本
年
も
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
向
け
て
仏
具
の
お
み

が
き
奉
仕
団
を
開
催
し
ま
す
。
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
向

け
て
大
切
な
お
荘
厳
の
準
備
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。 

◆
日
時 

第
一
回 

十
月 

二
日
（
月
） 

第
二
回 

十
月
十
一
日
（
水
） 

第
三
回 

十
月
十
八
日
（
水
） 

い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
十
二
時 

◆
場 

所 
 

教
区
同
朋
会
館
、
三
条
別
院
本
堂 

◆
内 

容 
 

仏
具
の
お
み
が
き 

◆
参
加
費 
無
料 

 

◆
持
ち
物 

 

念
珠
、
勤
行
本
、
同
朋
手
帳 

◆
申
込
方
法 

各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
電
話
、
ま
た

は
メ
ー
ル
に
て
三
条
別
院
（
担
当
：
松
浦
）
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

◆
そ
の
他 

昼
食
は
三
条
別
院
が
用
意
し
ま
す
。
な
お
、

お
取
り
越
し
の
ス
タ
ッ
フ
弁
当
の
試
食
会
を
兼
ね
ま
す

の
で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

           

  

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
「
御
命
日
の
つ
ど
い
」
を
本
堂
に
て
、
日
中
法
要

と
法
話
、
そ
の
後
座
談
会
の
場
を
開
い
て
お
り
ま
す
。 

ど
な
た
で
も
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
参

詣
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
し
て
お
り
ま
す
。 

 ◆
日 

時 

十
月
二
十
八
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り 

◆
会 

場 

三
条
別
院 

本
堂 

◆
お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

 
 
 
 

和 

讃 

回
口 

次
第
六
首 

回 

向 

願
以
此
功
徳 

 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

八
田
裕
治
氏
・
八
田
摩
矢
子
氏
（
第
十
七
組 

淨
福
寺
） 

（
一
帖
目
第
十
通 

「
当
山
多
屋
内
方
」） 

▲
『
御
文
』
一
帖
目
を
テ
ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
。 

▲
十
時
半
か
ら
十
一
時
半
ま
で
法
話
。
そ
の
後
座
談
会
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
講
師
を
囲
ん
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
。 

 

◆
今
後
の
講
師
一
覧 

十
一
月 

田
村 

大
輔 

氏
（
第
二
十
組 
專
念
寺
） 

十
二
月 

橘 

出 

氏
（
第
十
八
組 

久
唱
寺
） 

   

  

本
山
御
正
忌
報
恩
講
団
体
参
拝
の
ご
案
内
で
す
。 

大
型
バ
ス
に
て
新
潟
駅
を
出
発
し
て
、
上
越
経
由
で

北
陸
道
を
通
っ
て
京
都
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
乗
降
イ
ン
タ
ー
が
あ
れ
ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 ◆
期 

 

日  

十
一
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日 

（
二
泊
三
日
） 

◆
参 

加 

費 

六
八
，
〇
〇
〇
円 

◆
申
込
締
切 

十
一
月
十
七
日
（
金
） 

       

▲
二
十
八
日
の
結
願
日
中
に
参
拝
し
ま
す
。
一
泊
目
は
京
都
市
内
、

二
日
目
は
お
ご
と
温
泉
（
雄
山
荘
）
宿
泊
で
す
。
二
日
目
の
午
後
は

京
都
嵐
山
観
光
。
そ
の
他
、
西
本
願
寺
・
比
叡
山
に
も
参
拝
予
定
で

す
！ 

別
院
職
員
（
担
当
：
小
原
）
が
詳
し
く
ご
案
内
し
ま
す
。
詳

し
く
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

 ―

八
月
の
別
院
で
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
御
寺
院
・
御
門
徒―

 

 

第
二
十
組
誓
慶
寺
、
第
二
十
三
組
善
照
寺
、
佐
渡
組 

專
得
寺 

そ
の
他
、
匿
名
含
め
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
次
回
引
き
取
り
予
定
日
は
十
月
二
十
四
日
（
火
）
で
す
。 

宗

祖

御

命

日

の

つ

ど

い 

フ

ー

ド

バ

ン

ク

を

継

続

中 

 

【
募
集
中
】
御
正
忌
団
体
参
拝
の
ご
案
内 
お

み

が

き

奉

仕

団

の

ご

案

内 

みんなで、 

みがこう！ 

試食もあるよ！ 

【上から坂東曲、比叡山、雄山荘】   



  
○
別
院
声
明
教
室 

昼
の
部
（
午
後
三
時
～
五
時
） 

講
師 

別
院
列
座 

夜
の
部
（
午
後
六
時
～
八
時
） 

講
師 

橘 

宗
真 
氏
（
第
二
十
組
顕
了
寺
） 

開
催
日 

八
月
二
十
一
日
（
月
）（
済
） 

九
月
十
一
日
（
月
）（
済
）・
十
月
十
日
（
火
） 

十
一
月
十
四
日
（
火
）
・
十
二
月
十
一
日
（
月
）
（
全
五
回
） 

 
 

○
別
院
書
道
教
室
（
東
友
会
） 

［
毎
月
第
二
、第
四
水
曜
日
、午
後
六
時
三
十
分
〜
八
時
］ 

講
師 

木
原 

光
威 

氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

月
謝 

三
，
二
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

      

   

○
有
志
の
会
庭
講
［
毎
月
十
三
日
］ 

ご
一
緒
に
別
院
の
お
庭
を
整
備
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

 

毎
月
十
三
日
十
時
か
ら
、
午
後
は
定
例
法
話
を
聴
聞
し
ま
す
。 

 

○
有
志
の
会
花
講 

 

花
講
は
別
院
の
立
花
を
、
有
志
の
会
は
別
院
行
事
に
併

せ
た
奉
仕
活
動
や
季
節
ご
と
の
懇
親
会
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

○
三
条
別
院
巡
回 

 
 

三
条
別
院
か
ら
御
本
尊
（
絵
像
）
を
お
迎
え
し
て
、

聞
法
会
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
？  

○
別
院
奉
仕
研
修
に
つ
い
て 

         

○
団
体
参
拝
及
び
諸
殿
拝
観
に
つ
い
て 

七
月
に
新
教
区
と
な
り
、
高
田
エ
リ
ア
の
ご
寺
院

か
ら
団
体
参
拝
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
三
条
別
院
で

は
団
体
参
拝
を
常
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
列
座
が

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
日
程
等
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

な
お
、
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
団
体
参
拝
さ
れ
る

場
合
は
、
お
斎
（
御
取
越
御
膳
）
の
有
無
、
参
拝
人

数
、
バ
ス
の
種
類
と
発
着
時
間
（
５
日
、
６
日
は
留

置
不
可
）、
引
率
責
任
者
の
氏
名
、
住
所
、
携
帯
電
話

番
号
、
法
要
出
仕
の
有
無
を
必
ず
事
前
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

       

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆ 

先
月
の
別
院
秋
彼
岸
会
で
は
、
富
山
教
区
の
太
田
浩
史

先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
越
後
の
異
安
心
事
件
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
い
た
、
と
思
う
。「
思
う
」
と
い
う
の
は
、

こ
の
編
集
後
記
執
筆
時
点
で
ま
だ
別
院
の
秋
彼
岸
会
は

始
ま
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

我
々
別
院
職
員
と
太
田
先
生
が
い
か
に
し
て
出
遇
っ

た
の
か
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
先
月
廣
河
が
こ
の
編
集

後
記
で
詳
細
に
綴
っ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
省
く
が
、（
ま

だ
読
ん
で
い
な
い
方
が
い
た
ら
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
）
今
年
の
五
月
、
中
央
声
明
講
習
会
受
講
の
た
め
私

と
廣
河
は
と
な
み
詰
所
に
宿
泊
し
て
い
た
。
あ
る
日
、
私

が
詰
所
に
帰
っ
て
く
る
と
、
廣
河
が
誰
か
と
詰
所
の
広
間

で
談
笑
し
て
い
た
。「
あ
れ
、
廣
河
く
ん
誰
と
話
し
て
ん

だ
ろ
？
」
と
思
っ
て
い
た
ら
詰
所
の
お
か
み
さ
ん
に
呼
ば

れ
「
明
日
の
晨
朝
法
話
で
お
話
し
さ
れ
る
太
田
先
生
が
来

て
る
か
ら
、
あ
ん
た
挨
拶
し
な
さ
い
」
と
、
廣
河
と
全
く

同
じ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
そ
の
席
に
つ
い
た
。 

太
田
先
生
の
お
話
は
、
三
条
別
院
創
建
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
越
後
の
安
心
事
件
を
、
我
々
が
聞
い
て
き
た
も
の

と
全
く
別
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
の
が
非
常
に
斬

新
に
感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
「
別
の
視
点
」
に
私
も
廣
河
も

引
き
付
け
ら
れ
「
こ
の
人
、
絶
対
に
三
条
に
来
て
話
し
て

も
ら
い
た
い
！
」
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
時
の
出
遇
い
か
ら
約
四
ヵ
月
。
つ
い
に
別
院
秋
彼

岸
会
で
太
田
先
生
の
話
を
聞
け
る
と
思
う
と
今
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
で
あ
る
。
思
え
ば
あ
の
時
、
太
田
先
生
か
ら
「
あ

ん
た
た
ち
は
声
明
を
学
び
に
来
と
る
ん
や
ろ
。
声
明
を
学

ぶ
も
ん
は
教
学
も
し
っ
か
り
勉
強
し
な
さ
い
」
と
の
お
言

葉
を
頂
い
た
。
そ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
、
私
は
無
事
に
中

央
声
明
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

時
の
ご
恩
に
報
い
る
た
め
に
、
我
々
の
職
場
で
あ
る
三
条

別
院
が
で
き
た
経
緯
、
歴
史
、
異
安
心
事
件
と
は
何
だ
っ

た
の
か
を
し
っ
か
り
学
び
直
し
た
い
と
思
う
。（
小
原
） 

そ

の

他

の

講

座

案

内 
随

時

募

集

中 

【東友会から作品展に参加】 

【
奉
仕
研
修
冥
加
金
】 

一
人
あ
た
り
半
日
（
午
前
ま
た
は
午
後
）
五
百
円
、
一
日
千
円 

一
泊
二
日
は
上
記
の
冥
加
金
に
順
じ
て
半
日
五
百
円
で
計
算
す
る
。 

【
そ
の
他
実
費
で
い
た
だ
く
も
の
】 

①
講
師
謝
礼
。
な
お
、
列
座
に
よ
る
お
内
仏
の
お
給
仕
・
法
話
は
研

修
冥
加
金
に
含
ま
れ
る
。
②
シ
ー
ツ
等
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
千
円 

③
食
事
代 

ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
相
談
承
り
ま
す
。 

【御取越御膳試食会（教化部）】 


